
第２回

災害ボランティアセンター
運営支援者研修

日時：令和２年12月22日（火）、23日（水）

会場：長野県社会福祉総合センター

主催：長野県社会福祉協議会、長野県内社協職員連絡協議会



プログラム 

１日目 

時 間 内   容 

9：30～

10：00 
受付・事務連絡 

10：00～

16：00 

【話題提供・協議】 

「災害 VC、被災者支援のこれまでとこれから」 

これまでの災害 VC、被災者支援はどんな歩みをしてきたのか、

歴史を紐解き、今後、どんな協働型災害 VC をイメージ、目指

していくのかを考えます。  

12：00～

13：00 
休憩 

 

２日目 

時 間 内   容 

10：00～

12：00 

【演習】 

「災害における支援の在り方、見立てのポイントについて」 

発災後必要不可欠な見立て。支援者としてなにを見立てなけれ

ばならないのか。そして、被害ごと、どのような支援の道筋を

描けばよいのかを考えます。 

12：00～

13：00 
休憩 

13：00～

16：00 

【演習】 

「家の構造や専門知識を知ろう」 

重機や家屋に関する専門技術を使い意味を考えるとともに、支

援していくうえ最低限ひつようとなる専門的な知識を学びま

す。また、具体的な実践例や道具を知ることによって、支援の

幅を広げます。 

 



 研修オンライン参加者 ルール 

 

ルールを守れない場合は退出していただく場合もありますので、ご承知おきください。 

 

〇名前の変更 

「氏名 所属組織」（例：小林 長野県社協） という風に変更をお願いします。 

 

複数名で１台のデバイスから参加の場合は、 

「所属組織 氏名」（例：長野県社協 小林） としてください。 

 

参加者の一覧のご自身にカーソルを合わせ、右上「・・・」で名前の変更をしてください。 

もしくは画面下部「参加者」をクリック、タップしていただき、ご自身のお名前をクリックし、

お名前をご案内の通りに変更してください。 

 

〇「音声なし（ミュート）」 

画面下部、左端にマイクマークがあります。「ミュート」になっていることを確認してくださ

い。発言の時は、クリックして「ミュート解除」に変更してから発言してください。ビデオは

ON でご参加ください。 

 

〇チャット （文字によるメッセージの送受信） 

画面下部中央あたりの「チャット」をクリックすると、チャット欄が表示されます。画面最下

部に入力欄がありますので、文字を入力し「Enter」を押すと、メッセージが送れます。事

務局への連絡、講師への質問等は、チャットへ入力してください。 

 

〇画面共有 

ブレイクアウトルーム（グループ討議）中は、画面共有機能を使用することができます。 

 

〇録音・録画 

研修全般に渡り、録音・録画はご遠慮ください。 

 

〇名簿について 

名簿に星印がついている方がいらっしゃいますが、星印がついている方はグループ討議

の際は司会進行をお願いいたします。 



No Gr 司会 所属 参加者名 参加会場 備考

1 1 千曲市社会福祉協議会 赤沼　一仁 長野（オンライン参加）

2 1 千曲市社会福祉協議会 堀内　広正 長野（オンライン参加）

3 1 上田市社会福祉協議会 菅原　翔 長野（オンライン参加）

4 1 諏訪市社会福祉協議会 北原　謙志郎 長野（オンライン参加）

5 1 ☆ 中野市社会福祉協議会 神田　秀一 長野（オンライン参加）

6 1 中野市社会福祉協議会 渋川　温美 長野（オンライン参加）

7 1 生坂村社会福祉協議会 宮川　頌啓 長野（オンライン参加）

8 2 塩尻市社会福祉協議会 沓掛　未奈 長野（オンライン参加）

9 2 ☆ 佐久穂町社会福祉協議会 佐々木　史也 長野（オンライン参加）

10 2 佐久市社会福祉協議会 宮坂　路敏 長野（オンライン参加）

11 2 佐久市社会福祉協議会 倉根　真 長野（オンライン参加）

12 2 シニア大学専門コース受講予定者 黒岩　長弘 長野（オンライン参加）

13 2 小布施町社会福祉協議会 酒井　めぐみ 長野（オンライン参加）

14 2 小布施町社会福祉協議会 内山　一実 長野（オンライン参加）

15 3 立科町社会福祉協議会 久保井　康 長野（オンライン参加）

16 3 長野市社会福祉協議会 齋藤　伶耶 長野（オンライン参加）

17 3 坂城町社会福祉協議会 山田　篤紀 長野（オンライン参加）

18 3 長野県生活協同組合連合会 中谷　隆秀 長野（オンライン参加） ２日目のみ

19 3 ☆ 箕輪町社会福祉協議会 緑川　潤也 長野（オンライン参加）

20 3 長野県NPOセンター 新井　岳 長野（オンライン参加）

21 3 池田町社会福祉協議会 草間　ひとみ 長野（オンライン参加）

22 4 大町市平花見地区はなみフラワーズ 原田　明廣 長野（オンライン参加）

23 4 飯山市社会福祉協議会 荒井　翔 長野（オンライン参加）

24 4 茅野市社会福祉協議会 原山　剛 長野（オンライン参加）

25 4 茅野市社会福祉協議会 小林　宣義 長野（オンライン参加）

26 4 茅野市社会福祉協議会 鈴木　敦子 長野（オンライン参加）

27 4 御代田町社会福祉協議会 小山　岳夫 長野（オンライン参加） ２日目のみ

28 4 ☆ 御代田町社会福祉協議会 山田　翔太 長野（オンライン参加）

29 5 信濃町社会福祉協議会 髙橋　雪那 長野（会場参加）

30 5 須坂市社会福祉協議会 勝山　祥典 長野（会場参加）

31 5 ☆ 小諸市社会福祉協議会 鷹野　聡史 長野（会場参加）

32 5 長野市社会福祉協議会 大日方　友美 長野（会場参加）

33 5 ボーイスカウト長野県連盟 石坂　滋章 長野（会場参加）

34 6 須坂市社会福祉協議会 山岸　敦子 長野（会場参加）

35 6 ☆ 長野市社会福祉協議会 宮尾　大輔 長野（会場参加）

36 6 Hope Apple(穂保被災者支援チーム) 太田　秋夫 長野（会場参加）

38 6 小谷村社会福祉協議会 上川　美穂 長野（会場参加）

39 7 ☆ 須坂市社会福祉協議会 須山　範一 長野（会場参加）

40 7 東御市社会福祉協議会 小野　紘章 長野（会場参加） １日目のみ

41 7 長野市社会福祉協議会 小林　悟 長野（会場参加）

42 7 SVTS風組 新保　洋子 長野（会場参加）

43 7 小谷村社会福祉協議会 齋藤　郁美 長野（会場参加）



黒澤 司
公益財団法人日本財団災害支援チームアドバイザー

1989年に日本財団に入職し、福祉、伝統文化、環
境保全などの公益法人・NPO団体・ボランティア
団体の立ち上げや活動を支援。1995年に起きた阪
神・淡路大震災をきっかけに、災害現場の第一線で
復興支援に取り組む。2008年に一度日本財団を退
職するも、2011年の東日本大震災から復職。技術
系災害ボランティアネットワーク「DRT-JAPAN」
主宰、NPO法人国際ボランティア学生協（IVUS
A）特別顧問なども務める。

吉村 誠司 一般社団法人OPENJAPAN 理事

災害救援NGOヒューマンシールド神戸代表（カ
ヌーガイド、長野県森林整備技術者、元立教大学非
常勤講師、消防団員、趣味：下手な手品、雪かき）
三重県生れ。聖パウロ学園高、日本ルーテル学院大
卒業。在学中ワークキャンプ・交流国際NGOを発
足、18ヶ国を自転車等で一人旅しインドで荷物を失
い人生が変わる。阪神淡路大震災では、様々な活動
を展開。2000年カンボジア対人地雷撤去支援活動
開始、03年反戦活動でイラク入り、バスラ近郊や
病院で湾岸戦争で使用された劣化ウラン弾被害の現
状調査し医療支援、その後、各被災地で初動救援、
復旧・復興に関わる活動をする。
座右の銘「義を見てせざるは、勇なきなり」
尊敬する人「ポール・ラッシュ師」

前原 土武 災害NGO結代表

1978年沖縄県生まれ。美容師、アウトドア添乗員
を経て、東日本大震災をきっかけに現職。発災後24
時間以内に災害地に駆けつけ、被害の概況の発信や
今後必要とされる支援を見立て、復旧・復興期まで
幅広に支援調整業務を行う。団体名である「結」は、
出身地沖縄の「ユイマール」（共同作業の習わし）
と、自然災害で被害に遭われ困っている方々と、そ
れをサポートしたい方々を少しでも早く繋げる事で
未来の笑顔に結び付いてほしいという想いが込めら
れている。

石井 布紀子
特定非営利活動法人さくらネット代表理事

1995 年に発生した阪神淡路大震災の際に被災し、
被災地での要援護者支援などに関わり始める。平
成17年(2005年)から、赤い羽根・中央共同募金会が
設置する「災害ボランティア活動支援プロジェクト
会議(支援Ｐ)」共同事務局として、災害被災地を支
援する広域支援ネットワークの活動を担っており、
多数の被災地での支援を行う。昨年(令和元年)の東
日本台風では、長野県支援を担当、現在、長野県社
会福祉協議会防災福祉アドバイザーとして復興支援
や災害時要配慮者支援に取り組んでいる。NPO法
人さくらネット代表理事、一般社団法人子どものエ
ンパワメントいわて理事。1.17未来賞「ぼうさい甲
子園」事務局。

講師プロフィール



< >

1



3

VC)

P

NPO

NPO

4



P

NPO

5

P
P

NPO

2004 2 0 0 5 1

IT

P

6



7

1 6

8



NPONPO

+
P

JVOAD

NPO

/

9

10



11

VC
( )

NPO NGO
JC

23

NGO

NPO

YMCA

JVOAD

12



KVOAD  
JVOAD

NPO

300 NPO
NPO

300
11

12

13

14



30 4 15

NPO

NPO

JVOAD

NPO 30 7



24

24

+















NGO ~yui~









長野県災害 VC 運営支援者研修資料 

DRT JAPAN 

 

 



長野県災害VC運営支援者研修資料 

DRT JAPAN 

 

災害救援活動におけるチェーンソー活用について 

 

 

《チェーンソーを使用する活動の目的等》 

・一般ボランティアによる活動が安全に行えるようにサポート 

・一般ボランティアによる活動が無駄なく発揮できるようにサポート 

・支障木などの二次災害の防止 

・危険が予測される樹木の処理 

・地域住民の安全の確保 

・道路の啓開 

 

《操作する人》 

・厚生労働省が定める資格保有者 

・経験豊富で確かな操作技術 

・機械の分解組立に精通した技術 

・操作技術の丁寧さと確実さ 

・土木や建築の知識と経験 

・安全に対する心構え 

・他のボランティアに対する気遣い 

 

《チェーンソーについて》 

・正しく整備されたチェーンソーを使用する 

・ガイドバーは１８インチサイズ以下が望ましい 

・始業点検とメンテナンス 

・チェーンブレーキの動作確認 

・燃料等の正しい管理 

 

《操作上の注意点》 

・作業にスピードは求めない 

・効率よりも安全を優先すること 

・チェーンソーの作業範囲内に他のボランティアが立ち入らない 

・移動時にはカバーをつける 

 

《その他》 

・貴重品や家財道具に十分な注意を払う 

・騒音に対する近隣への配慮 

・夜間作業は行わない（休日など） 

・悪天候での作業は行わない 

・切断処理するモノについて所有者の承諾 

《服装等》 

・チェーンソー専用の防護された服装 

・防護用チャプスの着用 

・ヘルメットの着用 

・ゴーグルと耳栓の装着 

・ホイッスル 

・安全靴 

 



長野県災害VC運営支援者研修資料 

DRT JAPAN 

 

大規模災害時の技術系NPO等による支援活動について 

－ハード面に対する技術的支援と併せてより大切なこと－ 

 

地震災害や大規模な水害など復旧復興期において、建築や土木等に精通した技術系NPO等による

支援活動が大きな役割を果たしている。記憶に新しい西日本豪雨や昨年の台風15号 19号などに

おいても重機を始め様々な資機材を駆使し被災地で支援活動が行われた。 

これらの活動はともするとハード面の支援（家屋や道路等の修復）が目的と思われがちだが、実は

そうではなく、そこが復旧復興等の業務を行う業者と技術系NPO等とその使命が著しく異なる点

である。 

 

そのことを含め技術系NPO活動についての要点 

 

【共助の重要性】 

災害発生後、様々なセクターによる住民（被災者）への支援があるが、その隙間でどうしても取り

残される人が出る。発災直後は命の危険性から救出された住民がその後、希望をもって生きるため

には、生活の再建を目指し、その制度や公助だけでは補えないことも多く、精神的な面も含め、共

助や外部からの支援を受けることにより元気（希望）を取り戻すことが多い。 

 

【技術は対話へのツール】 

被災し日常が崩壊し、元の生活を取り戻そうとする中で様々な課題がある。その課題は技術があれ

ば取り除くことができるものもあり、その技術によって先の見えない心の負担をわずかばかりでも

和らげることができる。しかしどの場面においても技術は、住民との対話ツールに過ぎないという

ことを忘れてはならない。 

 

【よき助言者たれ】 

すべての支援活動は、被災した方々が生活再建を目指し、そのために必要な情報や手段、様々な選

択肢を得ることができるようにすることが望ましい。本来そこに支援する側の都合は存在しない。

生活の再建にはいくつかの選択肢がある。その選択肢を提示（提供）する際の基本的な立ち位置は

“住民が生活再建過程における様々な選択肢を知らずに損をすることがないようにすること”が

目的であり、支援する側の技術や考えを一方的に押し付けるなどしたりすることがないよう、十分

に配慮しなければならない。技術的な知識をもって選択肢をひとつでも多く示し省力化・効率化に

とらわれず、住民目線に配慮することは極めて大切なことである。 

 

【災害VCと民業との関係】 

様々な理由により社協系災害 VC の活動範囲が限られる中、技術系プロボノの果たす役割は大き

い。 社協系災害 VC では様々な経験や技術をもった個人ボランティアが登録するが、その持って

いる特性を活かすだけの調整機能を持っていないことが多い。そのため、災害 VC の活動の内容

は誰にでも対応できる活動に限定せざるを得ないことが多い。 

一方、技術系プロボノは平常時から建設業等の仕事を生業にしており、被災した建物などの特性を



理解し、災害 VC では対応しがたい住民からの要望に対して、自らの知識と技術を活かして、住

民の生活再建を支援することは多々ある。水害を例にとれば、被災した家屋の床を剥ぎ、泥を出す

作業を仕事として行う業者はもともと存在しないことから、懸念される民業を圧迫することはない。 

ただし、この場合であっても、技術は課題解決の一つの手段（方法）でしかないことを理解し、住

民が自らの 生活の再建を描くためのサポートに過ぎないことを忘れてはならない。床を剥ぎ泥を

出すのが目的ではなく、床を戻しその後の生活の在り方までをイメージできる活動でなければなら

ない。 

 

【安全衛生管理】 

技術系NPO等が行う活動については、その関わる技術の基となる業務の領域において、それぞれ

に必ず安全基準が設けられている。災害救援の場においては、危険要因が複雑化するため単一の業

種だけでの対応が困難である。そのことは、業務として存在するすべての枠組みを超えて多様な業

種のプロボノが連携し協働することが望ましい。その業種とは、建設（建物等）・土木（土砂崩れ）・

林業（流木等）・造園業（外構）・製造業（車両等）などが考えられる。 

 

【応急危険度判定】 

地震災害時に行政が行う応急危険度判定において、赤紙「危険」・黄紙「要注意」家屋への対応につ

いて、社協系災害 VC では、その危険要因の認識（知識）や対策（危険除去）が極めて困難であ

るため、それらの建物への支援は原則不可とされることが多い。 

その対応策として、技術系プロボノを積極的に活用し、危険性の認識とその除去について対応でき

る体制を災害VCの機能として持つこと。この場合、災害VCと技術系プロボノの双方が被災地支

援について同じ価値観を持ち、お互いの特性（得手不得手）を理解し合うことにより連携が実現す

る。 

 

【安全への拘り】 

応急危険度判定（余震等による二次災害への危険性）は、地震災害のみ実施されることから、水害

では建物の応急危険度判定がなされない。土砂災害などの現場では建物の安全性を判断する者が実

質いない状況で社協系災害 VCのボランティアによる活動が行われている現状がある。そのため、

安全性の確保について判断できる技術系プロボノなどが関わることで、より安全な活動につなげて

いくことができると考えられる。被災地支援の現場 で最も優先されることは常に「安全」であり、

これを超えて優先されるものは存在しないことを誰もが認識し、そのことを常に意識しながら活動

を行わなくてはならない。 

社協系災害VCと技術系NPO等が連携することにより、より難易度の高いニーズへの対応は、通

常行っている活動に対しても、その安全性をさらに高めることができると確信する。 

 

※ 技術系 NPO 等：団体。災害経験豊富なボランティアや技術系プロボノで構成される。災害時

は被災地に拠点を構え、社協系災害VCや他のNPOと連携を図りながら活動している。 

※ 技術系プロボノ：個人。災害系NPOや災害VCにて活動している技術経験者。 
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災害救援活動における重機の活用について 

 

《はじめに》 

・一般ボランティアによる活動が安全に行えるようにサポート（補完）する 

・一般ボランティアによる活動が無駄なく発揮できるようにサポートする 

・重機を使用して復旧作業を行う民間業者との立場の違いを明確に理解すること 

・重機を使用して復旧作業を行う場合は当該地区の現場責任者と意思疎通を図ること 

・重機を使用した作業にスピードは求めない 

・効率よりも安全を優先すること 

・人命救助･行方不明者の捜索は最優先とする 

 

《重機について》 

・整備された重機 

・重機サイズは概ね３トン未満（バケットサイズで0.1 クラス） 

・バケットの場合は平爪を用いる 

・クローラーはゴム仕様又は金属の場合は 

ゴムで保護されたものを使用する 

・瓦礫や流木の撤去活動にはフォークが有効 

・使用後は洗浄を心がける 

・始業点検とメンテナンスを心がける 

・キャビン型よりキャノピー型のほうが死角が少ない 

 

《操作上の注意点》 

・重機の作業範囲内には一般ボランティアが立ち入らないようにする 

・走行する場合は前後左右を必ず確認してから行う 

・重機の積み下ろしには専用車両かダンプに積む場合は 

必ずブリッジを使用する 

・重機の積み下ろしは常に安定した場所で行う 

・操縦席から降りる場合には必ずエンジンを停止する 

・操縦席から乗り降りは必ず手すり等を掴み、重機側を向いて行う 

・飛び乗り飛び降りの禁止 

・やむを得ず重機周辺にボランティアが立ち入る場合には必ずエンジンを停止する 

・フォークを使用する場合など貴重品や家財道具に十分な注意を払う 

・掘削する場合には埋設された電気ケーブルや上下水道に注意を払う 

・夜間作業は行わない 

・悪天候での作業は行わない 

 

《オペレーターについて》 

・厚生労働省が定める資格保有者であ

ること 

・経験豊富で確かな操縦技術 

・重機の性能をよく理解していること 

・操縦技術の丁寧さと確実さ 

・土木や建築の知識と経験 

・安全に対する心構え 

・一般ボランティアに対する安全への

配慮と気遣い 

《服装等》 

・活動に適した服装 

・ヘルメットの着用 

・ホイッスル 

・安全靴 
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第 2 回災害ボランティアセンター運営支援者研修 

◇ 趣  旨   令和元年東日本台風災害に対応した災害ボランティアセンターは、県

内外の社会福祉協議会職員、ボランティアにより支えられ、被災者支援に

大きな役割を果たしました。 

設置された災害ボランティアセンターでは、「技術系」と呼ばれる、住

宅などの専門的な技術をもつ NPO・NGO と連携・協働し、それぞれの

強みを活かした活動を展開することが求められました。 

今後は、社協をはじめとする運営支援者も最低限必要な住宅などに関

する知識を学ぶとともに、被災者を支援することに対する想いを共有する

ことで、より一層スムーズな連携・協働を進めていかなければなりません。 

そこで、災害ボランティアセンターを立上げ、運営をしていくスタッフ

が、今後起こりうる災害に備えて必要なスキル・ノウハウを学び、他機関

と円滑に連携・協働できるようになるために開催します。 

 

◇ 主  催  社会福祉法人長野県社会福祉協議会、長野県内社協職員連絡協議会 

 

◇ 日  時  【伊那会場】令和２年 12 月７日（月）、８日（火）  

        【長野会場】令和２年 12 月 22 日（火）23 日（水） 

１日目 10：00～16：00  ２日目 10：00～15：00 

※両日程、同内容になりますが、プログラムの変更・短縮の可能性があ

ります。ご承知おきください。 

※基本は全日程の参加になります。部分的な参加は事務局へご相談くだ

さい。 

 

◇ 会  場  【伊那会場】かんてんぱぱ くぬぎの杜カルチャーハウス 

（伊那市西春近 5681） 

        【長野会場】長野県社会福祉総合センター講堂（長野市若里 7-1-7） 

 

◇ 対  象  市町村社会福祉協議会職員、ＮＰＯ・ＮＧＯ、災害支援関係団体、ボラン

ティア団体、災害支援に関心のある方 

 

◇ 定  員  各回会場参加 40 名（オンライン参加 20 名） 

※申込の状況により、別会場を案内させていただく場合があります。 

 

◇ 講  師  黒澤 司 氏（公益財団法人日本財団災害支援チーム・シニアオフィサー） 

        吉村 誠司 氏（一般社団法人 OPENJAPAN 理事） 

前原 土武 氏（災害 NGO 結 代表） 

石井布紀子 氏（NPO 法人さくらネット 代表理事） 

         

◇ プログラム  別紙プログラムをご確認ください。 

        ※内容は変更する場合があります。ご了承ください。 



 

◇ 参 加 費  無料 

 

◇  申込方法  令和 2 年 11 月 30 日（月）までに下記 URL よりお申込みください。 

Google フォームを利用しています。 

参加申込みフォーム URL：https://forms.gle/H4nV38An9u3rSVrp6 

 

◇ そ の 他 

（１）昼食は各自でご準備ください。 

（２）本研修に係る個人情報は、本会の「個人情報の保護に関する方針」に基づき適切に取

扱い、他の目的で使用することはありません。受講者の相互交流のため、受講者に対

し受講者氏名・所属機関等についての情報提供を行います。 

（３）当日は消毒液・参加前の検温等の新型コロナウイルス感染症対策には十分配慮して運

営します。参加される方につきましても、当日は、事前検温・マスク着用などの対策

をお願いします。 

（４）37.5℃以上の発熱がある方、せき・息切れ・強いだるさなどの症状がある方、頭痛・

のどの痛み・嗅覚味覚障害がある方、マスクなど用意ができない方には、当日のご参

加をお断りする場合がありますのでご承知おきください。 

（５）自然災害や犯罪予告等により参加者の安全を確保できないと判断し、本研修を中止ま

たは延期する場合は、長野県社会福祉協議会ホームページに掲載して通知しますので

ご確認ください。 

 

◇ 問合せ先  長野県社会福祉協議会 まちづくりボランティアセンター(担当：小林) 

          Tel：026-226-1882 Fax：026-228-0130 

               E-mail：vcenter@nsyakyo.or.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


